
 

 

 

 

 

 

 

南古谷駅周辺地区におけるまちづくり活動の１つとして、今年度から新たに「南古谷みらいカフェ」と題

し、東洋大学社会システムマネジメント研究室のご協力のもと、公・民・学連携でワークショップ・社会実

験・イベント等を実施しています！「南古谷みらいカフェ」は令和 8年７月から令和 10年３月までに全 8

回程度の活動を予定しております。 

 

 

 ワークショップ参加者の募集は、主に次のように行いました。その結果、地域住民、企業、学生など多く

の方々にお申込みをいただきました。 

・令和６、７年度に実施したワークショップの参加者へのメール案内 

・南古谷駅周辺の小中学校（児童・保護者）、事業者、地域会議、自治会へのチラシ配布 

・川越市ホームページに掲載 等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日時 場所 参加人数 

令和８年７月４日（土） 

１３時３０分から１６時３０分まで 

東部地域ふれあいセンター 

多目的ホール 
60名 

令和８年８月 

コーディネーターの二宮教授（東洋大学）から南古谷みらい 

カフェの目的や今後の活動を説明。居心地の良い「場づくり」

と「仲間づくり」をテーマに ①まちの調査・知恵の共有、 

②まちづくり活動の検討、③社会実験（試験的取り組み）   

を進め、地域の魅力をみんなで育てていきます！ 

参加者は９グループに分かれ、自己紹介と「私の好きなまち/

場所」をグループ内で紹介しあいました。リーダーやタイムキ

ーパー等の役割を決めながら、初対面同士でも自然と会話が

弾み、和やかにワークショップが始まりました 

３  グループワーク 

みんなで南古谷の魅力を再発見！  テーマは… 

「まちの特徴/地域資源を知り合おう ～好きな/大事な/居心地の良い場所～」  

 航空写真や場所カードを見ながら、それぞれが思い浮かぶお気に入りの場所や気になる場所を選び、

その理由を付箋に書いて共有しました。地図にカードや付箋を貼りながら紹介し合うことで、新たな魅

力や意外な発見が生まれ、グループごとに活発な意見交換が行われました 

１班 「いつでも人が集まる場所」  

２班 「住んでる人も好きになる。 

人が集まるあたたかみのあるまち」 

 

 

人が集まるあたた かみのあ るま

ち」 

みんなで描く南古谷の未来！「南古谷みらいカフェ」始動！ 

まずは活動の紹介！ 

自己紹介で交流スタート！ 

各グループのアイデアを発表！ 

続きは裏面へ！ ☞ 

第１回 南古谷みらいカフェ（ワークショップ）開催概要 

１  ワークショップの概要説明 

２  自己紹介 

４  発表 

南古谷駅周辺まちづくり活動  

南古谷みらいカフェ活動 NEWS Vol.1 

発行：川越市 都市計画部 都市整備課  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４班 「多様な人が交叉するまち」 ３班 「自然と文化をつなぐ南北サイクリングロードのあるまち」  

５班「公共の場の緑を増やし子どもと高齢者に優しいまち」 ６班 「自然・文化・農業・芸術・愛にあふれたまち」 

７班 「駅から始まる新しいコミュニティの創生」 ８班「１００年後を見据えた子どもたちにつなげる地域づくり」  

二宮先生からのメッセージ！ 
多くの方々のご協力により、予定人数を超える応

募をいただきました。応募いただいた方、応募にご

協力をいただいた方々、誠にありがとうございまし

た。 

次回のまちづくりワークショップは令和８年 

９月２６日（土）開催予定です。 

事務局 ： 川越市 都市計画部 都市整備課  

連絡先 ： 049-224-5964 

Toshiseibi★city.kawagoe.lg.jp 

 

 

 

この地域にはたくさんの「大事な場

所(魅力)」があり、それらは「人と自

然の共生」に繋がる視点・特徴をも

っていることをみなさんと共有しま

した。次回以降、大事な場所の特徴

をもっと知り、互いの魅力を繋げ・

多様な活動を創造しながら、地域の

価値を高めていきましょう！ 

 

 ９班「南音・北運ドリームステーション」 ５  講評 


